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コメント 

 本研究は、二酸化炭素を炭素資源として有機合成に有効利用するため

の新規手法の開発を目的としている。これまで応募者は、世界に先駆け

て炭素―炭素多重結合のヒドロカルボキシル化や、炭素―水素結合のカル

ボキシル化の新規触媒系を開発するなど、この分野において世界を先導

してきた。本研究はこれらの研究成果を更に発展させるべく、金属協同

作用の利用と光エネルギーの利用の二つのアプローチを通じて、二酸化

炭素固定化の独創的かつ効率的な触媒反応の開発を提案するものであ

る。挑戦性の高い計画と実現可能性の高い計画が混在しているが、いず

れも応募者の強い意欲が感じられるものであり、世界をリードする大き

な研究成果が期待される。 
以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断

した。 
 

 


